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Abstract
The purpose of this article is to report how affective factors including anxiety, self-confidence, risk-taking 
and inhibition change and how Willingness to Communicate in Japanese outside the classroom is affected by 
those factors while studying in Japan. The data was collected by interview and questionnaires to two ad-
vanced learners and analyzed by qualitative data analysis method. The results show that opportunities to per-
ceive language competence, experiences of communication, features and participants of communication, and 
learnersʼ beliefs affect Willingness to Communicate. Successful communication enhance self-confidence and 
decrease language-use anxiety. Self-confidence influences Willingness to Communicate with significant oth-
ers in the target language society. Experiences of failures in communication causes language use anxiety and 
decrease Willingness to Communicate with others. Conditions of communication also impacts their willing-
ness to communicate, especially with significant others in the target community. The implication of the find-
ings suggests Willingness to Communicate is concerned with the desire to establish a relationship with others 











































である実際のコミュニケーション行動へと結びつくのに重要な要因であると考えられる。   
本稿では、上記に示した不安、自信、危険負担、抑制および WTC を観察し、留学中の教室外場面に
おいて日本語 WTC（日本語で他者とコミュニケーションする意思）の変化にどのように影響しているか




調査参加者は国内の大学に交換留学生として約 10 か月間滞在した、アジア出身の国籍の異なる 2 名
の女子学生 A、B である。調査時期は 2017 年～ 2018 年（学習者 B）、2018 年～ 2019 年（学習者 A）である。
2 名はいずれも出身国の大学で日本語を専攻しており、大学 3 年次での日本留学であった。日本語能力
は来日時点で A は日本語能力試験 N2 レベル、B は N1 レベルであり、日本語そのものの授業に参加す
るだけでなく、日本人学生を対象とした複数の講義にも出席し、専門科目等を学ぶいわゆる上級レベル
であった。この 2 名に対し、留学期間の中盤（来日 5 か月目）、帰国直前となる終盤（10 か月目）の計 2 回、
50 分程度の半構造化インタビュー、および質問紙によるアンケート調査を実施した。インタビューと




体的かつ客観的に把握するため、また 2 回目のインタビュー時に、1 回目とのアンケート結果の違いを
調査参加者・調査者ともに確認しながらインタビューを実施するためである。
アンケートは荒木（2014）11）を参考に、自信、不安、危険負担、抑制、WTC について問う項目を作成し、





































2 本調査は学習動機の変容についても行っているが、本稿では WTC のみに焦点を当てて報告する。





































表 1 は A の SCAT の分析例である。表中の発話者Ｉはインタビュアーを示している。
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ニケーション相手の言語調整の有無が、A の WTC に影響を与えていたと言える。「重要な他者」という



























たものであった。しかし B の語りからは不安の減少、自信感が WTC に影響を与えることが示されてい
た。図 2 は B のストーリーラインである。












































































により生じる不安は、特に重要な他者ではない他者（e2）との WTC を減少させる。A の場合は、コミュ
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